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の規制及び業務の適正化等に関する法律」（以下，風俗営業法）が改正され，第 2 条第 1 項第 4
号において「ダンスホールその他設備を設けて客にダンスをさせる営業」に，営業時間が午前 0
時（一部地域午前 1 時）まで，客室床面積要件が 66 ㎡以上という規制が課された（以下，ダン
ス営業規制）．
　この規制が日本国憲法第 3 章第 21 条で保障される「表現の自由」を侵すものであるとして 2），
作曲家の坂本龍一や大友良英らが呼びかけ人となり，2012（平成 24）年に風俗営業法の改正を













































　その一つは 1604（慶長 9）年に始められたと言われる，十村制度である 10）．加賀藩の農政に
詳しい若林喜三郎は，村をいくつか集めた組を支配する「十村」という職権およびその構造につ
いて「大藩としての加賀藩の農政機関らしい特色」と述べている 11）．また，加賀藩の農政史の
特色の一つにあげられるのが「改作法」である．第 4 代藩主綱紀の後見利常（第 3 代藩主）が年














いる．たとえば金沢城の営繕を祝して 1809（文化 6）年に第 10 代藩主治脩が催した「文化の儀





































　『加賀藩史料』は，前田家編輯部により 1929 ～ 1942（昭和 4 ～ 17）年にかけて出版された第
1 編から第 15 編および編外・備考 1 編，前田育徳会により 1958（昭和 33）年に出版された幕末
篇の上下巻の計 18 巻から成る 32）．前田家嘱託日置謙の記した「緒言」によれば 33），1870（明治
2）年に第 13 代藩主慶寧が邸内に家録方を設置し，領内の資料収集を命じたことが発端であっ
た．そこで翌年から士族らが家蔵の文書典籍を提供し始めるも，1875（明治 7）年に慶寧が病に



































































































招かれていた 58）．しかし，1631（寛永 8）年 4 月に金沢城頽廃に及ぶ大火があり，歌舞伎などの
風俗に関する規定を厳しくし，一切の興行を禁止する 59）．1775（安永 4）年に，金沢で行われた
































う 69）．若林は 1857（安政 4）年のものが最も新しいとしているが 70），農民を対象とした「二日
読み」の基盤となっているのが，1679（延寶 7）年，「自今毎月一次宛百姓に法令を讀み聞かし





















































































































































































から 1580（天正 8）年にかけて，約 90 年間，本願寺の僧侶や門徒の農民が加賀一帯を支配した．



























































































禁令は 1823（文政 6）年に付されたものであったが，約 200 年後の現代も，同様の捉え方が続い
ていることに驚かされる．
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